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＜視点：道徳心・社会性の向上＞ 評価：Ｂ（目標どおりに達成した） 

年 度 目 標 

①  生徒アンケートにおける「将来の夢や目標を持っていますか」の項目について「そ

う思う（どちらかといえばそう思う）」と答える生徒の割合を平成 25 年度より向上さ

せる。 

② 横堤中学校生徒１０カ条の振り返りアンケートにおけるすべての項目について、「で

きた」「どちらかといえばできた」と答える生徒の割合を 80％以上にする。 

年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析 

① 「将来の夢や目標を持っていますか」という項目について、「そう思う」「どちらか

といえばそう思う」と回答した生徒の割合は、平成 25 年度より全体では 3.1%上回った。 

  大学教授や企業、地域の人材を活用した出前授業や体験的な学習に重点を置いて取

り組んだこと、１年生で「職業講話」２年生で「職場体験」３年生で「進路講話」「高

校出前授業・高校説明会」と系統的にキャリア教育に取り組んできたことが、将来に

夢や目標を持つ生徒の増加、個々の生徒の基本的な生活習慣の改善として成果が表れ

てきている。 

② 横堤中学校生徒１０カ条の振り返りアンケート調査において、「大きな声であいさ

つ、丁寧な言葉遣い」を除く９項目で「できた」「どちらかといえばできた」と答える

生徒の割合が 80％以上になった。また、「時間を守り、遅刻をゼロにする」を除く９項

目で平成 25 年度の結果を上回った。 

  平成 25 年度より、横堤中学校の生徒であることを自覚し、規律正しく、立派に行動

しえるように「横堤中学校生徒１０カ条」を掲げ、生徒に基本的生活習慣の定着や規

範意識を高められるよう取組を進めてきた成果が着実に結果として表れてきている。 

次年度への改善点 

３年生は、次年度の公立の入試制度が大幅に変更となるので、早い時期から将来の夢

や目標を持って進路決定ができるように指導していく。 

次年度も外部から講師を招いての講話や出前授業を行い、将来の夢や目標を持って学

習に取り組んでいけるよう指導していく。 

学校生活振り返りアンケート「将来の夢や目標を持っている」 

【学校協議委員からの意見】   

・「全国学力・学習状況調査」「全

国体力・運動能力調査」とも

に全国平均を上回ったことは、

体験授業や出前授業を数多く

実施したことにより成果をあ

げているのではないか。 

・生徒の学校生活振り返りアン

ケート結果より、学年が上が

るごとに成長していく様子がうかがえ、様々な取組の成果を感じている。今後は、調

査結果の低い項目の克服、生徒が自ら考え主体的に取り組む授業づくりに取り組んで

もらいたい。 

運営に関する計画・自己評価、体力調査の結果、各アンケート結果は、学校ＨＰでご覧いただけます。 

 http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=j702574（横堤中学校で検索してください） 

http://swa.city-osaka.ed.jp/swas/index.php?id=j702574


１． 授業を大切にする 

２． 仲間とともに喜び感動し、共感できる 

３． いじめを許さない 

４． 日頃の身だしなみ、服装を正しく 

５． 人の話をしっかり聴く 

６． 大きな声であいさつ、丁寧な言葉遣い       平成２７年１月実施 

７． 時間を守り、遅刻ゼロにする 

８． 掃除をしっかり行い、校内美化に努める 

９． 人を思いやる優しい心を持つ 

10． 「ありがとう」感謝の気持ちを忘れない 

 


